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日本の工業原料鉱物資源(その1)

須藤定久1)⑧平野英雄1)

1.はじめに

1.1工業原料鉱物とは?

各種の工業製品を製造する原料として利用される

鉱物である.金,銀,銅などの金属も様々な鉱物と

して産出するが,精錬により金属という秋ご変えら

れ,種々の用途に利用されている.一方,工業原料

鉱物は精錬されることなしに,鉱物の形のまま製造

過程に投入され製品の原料となる.採掘された石灰

石(鉱物名は方解石)は,そのまま焼かれ,消石灰や

セメントに,粘土は器の形に成形されて焼かれ陶磁

器となるといった具合いである.工業原料鉱物とし

て利用されるものは金属の原料とはならない鉱物が

多いので,非金属鉱物と呼ばれることも多い.

1.2金属鉱物から工業原料鉱物へ

開発途上国においては,かつての日本がそうであ

ったように,国際商品として容易に換金できる金属

鉱物資源を開発し,それを牽引車として経済的発展

を促すのが最も一般的であった.しかし近年,金属

の国際価格が安定的に推移し,経済的な価値は大き

く目減りしており,規模が極めて大きくかつ様々な

条件に恵まれた鉱床でないかぎり,経済的な牽引車

としての役割を果たすことは難しくなってきてい

る.

一方,工業原料鉱物のなかには,その経済的価値

が上昇しているものも多く,比較的開発が容易にで

きること(簡単に露天採掘できる,高額な設備投資

を必要とする選鉱･精錬設備がいらない,など),

地場産業を育成しやすいこと,建材や日用品の材料

として利用され民生の向上に役立つことなどの理由

から,まず工業原料鉱物を開発し,経済的発展と民

生向上をはかろうとする開発途上国が増えてきた.

そして日本に寄せられる開発途上国からの技術協力

の要請も工業原料鉱物に関するものが多くなってい

る.

1.3瓦SCAPワｰク･ショップ

このような状況の中で,1992年8月,名古屋で

持たれた国連アジア太平洋経済委員会(ESCAP)の

ワｰク･ショップでは,工業原料鉱物がテｰマとな

った･各国代表の報告や活発な議論が行われ,各国

の工業原料鉱物への関心の高まりが感じられた.私

達はこの会議で,工業原料鉱物の利用が最も進んで
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第1図鉱業生産蔦の推移(｢本邦鉱業の趨勢｣による)

工業原料鉱物の生産高はr非金属鉱業｣と表示されている.
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第2図産業別鉱業生産高

(r本邦鉱業の趨勢(1990年版)｣による)

いる国の1つである日本における工業原料鉱物の

開発･利用状況の概要を報告した(Hiram,H.and

卵摯��������

本文は,上記報告の一部を手直しあるいは追加

削除し,皆さんに最近の日本の非金属(工業原料

鉱物)鉱業の概要を簡単に理解して戴けるようにし

たものである.特に,統計資料をグラフとして示

し,戦後の鉱業の変遷,最近の経済状態への対応な

どカミ概観できるように配慮した.鉱業関係の統計資

料や鉱床の概要については須藤(1992),須藤･平

野(1992)にも示されており,参照いただげれぼ幸

いである.工業原料鉱物の詳しい用途については他

書,例えば,吉田(1988)などをご覧いただきたい.

また,鉱床の産状や成因の詳細については機会をあ

らためて紹介する.

2.日本の工業原料鉱物

日本の工業原料鉱物(非金属鉱物)は,第二次世界

大戦以後,日本経済の復興の原動力として重要な役

割をはたした･例えば,末節粘土や娃目粘土は輸出

の花形商品であった陶磁器の原料として,石灰石は

国土再建を支えたセメントの原料として,それぞれ

重要た役割を果たした.この結果工業原料鉱物鉱業

は,戦後の日本経済の発展とともに拡大し,その生

産高は1972年には金属鉱業のそれを追越し,1980

年から1987にかけての停滞期があったものの,

1990年現在約2330億円に達し,金属鉱業,石炭鉱

業,石油･天然ガス鉱業の生産高をしのぎ,日本の

鉱業総生産高の47.4%を占めるに及んでいる(第1,

2図).

日本で現在採掘･生産･利用されている工業原料

鉱物は25種類(“鉱種"と言う)以上に及んでおり,

その主要なものと各鉱種別の鉱業生産額,鉱種グル

ｰプ別の戦後の生産推移を,第1表,第3,4図に

示した.生産額の多い順に,石灰石･珪石･珪砂

ろう石･耐火粘土･ドロマイト･かんらん岩･

ベントナイト･長石……といった順になっており,

第1表鉱種別生産金額(1990年)

区分�鉱種�鉱山数�生産��金額�

���(百万円)�(%)�(百万円)�(%)

珪質資源�珪石�69�37,707.97�ユ7,30�16,376.90�7.51

�珪砂�52���20,539.10�9.42

�珪藻土�17���79ユ.96�O.36

長石質資源�長石�30�4,250.16�王､95�297.43�O.1{

�アプライト����ユ,352.24�O.62

�風化花嵐岩����2600.48�1.工9

粘土質資源�本節粘土��19,985.52�9.17�1.493141�O.69

堆積性粘土�蛙目粘土�86�8,595.15�3.94�{,598.08�2.ユエ

�頁岩粘土����583.29�0.27

�雑粘土����1,920.37�O.88

熱水性粘土�カオリン�13�11,390.37�5.23�861.09�O.40

�ろう石�40���8,4ユ5.55�3.86

�陶石�17���2,039.27�O.94

�絹雲母����74.46�O.03

尿酸塩岩類�石灰石�245�144,876.20�66.48�ユ38,804.37�63.69

�大理石�ユ2���150.93�O.07

�ドロマイト�9���5920.90�2.72

その他�ベノトナイト�16�11,119.13�5.i0�3,830.17�1.76

�酸性白土�9���590.96�0.27

�滑石�8���308.14�O.14

�かんらん岩�16���{,512.67�2.12

�その他*�6���1777.19�0.82

合計��6{9�217,938.96�100.OO�2i7938.96�100.00

｢本邦鉱業の趨塾｣1990年版に基づいて作成.ホ=その他には童扇石,沸石,

黒鉛,石綿などが含まれます.
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第3図工業原料鉱物の鉱業生産高推移

(｢本邦鉱業の趨勢｣による)

堆積性粘土

第4図

工業原料鉱物の生産金額の比率

(｢本邦鉱業の趨勢(1990年版)｣による)

炭酸塩岩類(石灰石,ドロマイト,大理石)が,全体

の約三分の二を占めている.生産推移においても,

炭酸塩岩類の伸びが著しい.

今回は,これら経済的に重要な鉱種を中心に,各

鉱物の産状･成因,鉱石の品質･特徴,戦後の生産

推移,最近(1990年現在)の開発･生産･利用状況

などについて次のようなグルｰプに分けて概説する

こととする.なお,本報ではその1として,珪質

資源と長石質資源について述べ,そのほかについて

は号を改めて報告する.

1.珪質資源一白珪石･軟珪石･炉材珪石,天然

珪砂･人造珪砂

2.長石質資源一長石･アプライト･風化花開岩

3.粘土質資源

1994年12月号

一1)堆積性粘土一耐火粘土(末節･娃目･頁

岩粘土)

一2)熱水性粘土一ろう石･陶石･カオリン･

セリサイト

4.炭酸塩鉱物(岩)資源一石灰石･大理石･ドロ

マイト

5.その他の鉱物資源一タルク･ベントナイト･

酸性白土,かんらん岩

2.1珪質資源

珪質資源には珪石,珪砂,珪藻土などがある.こ

れらの生産推移を第5図に示した.戦後着実に生

産量は増加し,1990年現在,年間2000万t以上に

達し,今後も増加が予想される.量的には珪石が圧

倒的に多いが,金額的には珪石と珪砂が半々づつを

占めている(第5図).

2.1.1珪石

珪石とは工業原料に利用される珪酸分の高い岩石

の総称で,鉱石の産状や用途などによって一般に白

珪石･炉材珪石･軟珪石に3区分される.

自珪石はペグマタイトや石英脈として産する珪石

熱水性の多孔質珪石･高純度チャｰト･石英片

岩など白色で純度の高い珪石である.

炉材珪石は,溶鉱炉等の築造に使う耐火物の製造

に適した中･古生層中のチャｰトである.縞状の模

様を示すことが多く,その色によって赤白珪石,赤

青珪石などと浮ばれることも多い.

軟珪石はセメント用に多量に採掘される中古生層�
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第5図珪質資源の生産推移

(｢本邦鉱業の趨勢｣にヰる)
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第6図珪質資源の主要産地
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番号を付した産地については第2表に産地名な

ど概要を示した.

第2表珪石･珪砂･珪藻土の主産地

番号産地鉱種因/年代/規模

珪石:Si1icast㎝e

1二戸地区SCSdJM

2大槌地区｡SCSdJ〃

3鹿沼SCSdJX

4葛生一粟野SCSdJL

5足利地区SCSdJL

6桐生SCSdJM

7秩父SCSdJ〃

8多摩地区SCSdKL

9金丸WSPgKS

11南条一今庄WSSdJM

エ3三河地区WSSCSdJM

14宇久須SCASHyQM

15城山WSSCPgKS

エ6美祢地区WSASSdJM

17勝浦地区SCWSSRASSdJX

18南国地区WSSCSdKM

19佐川地区SCSdKM

20門司地区SCSdP"

2工小倉地区SCSRSdPM

22淳久見地区SRSCSdJM

23日向SCSdKX

24硫黄島WSHyQS

�珪砂:Si1icasand����

31�大石田地区�SS�Sd�T�H

32�小矢部堆区�SS�Sd�T�M

33�瀬戸地区�SS�Sd�T�L

34�豊田地区�SS�Sd�T�L

35�温泉津地区�SS�Sd�T�M

�珪藻土D1ato㎜1七e����

41�鷹巣地区�DT�Sd�T�S

42�七尾地区�DT�Sd�T�S

43�八束地区�DT�Sd�Q�S

44�九重一庄内�DT�Sd�Q�S

45･�樋脇�DT�Sd�Q�S

��鉱種ま,AS:人造珪砂,DT:珪藻土,RS:炉材珪石､���

鉱種は,AS人造珪砂,DT珪藻土,RS炉材珪石,

SC:軟珪石,SS:珪砂,WS:白珪石..成因は,Hy:

熱水性,Pg:ベグマタイト,Sd:堆積性.年代は,

J:ジュラ紀,K:白亜紀,P:古生代後期,Q:第四紀,

T:第三紀.規模は工990年の生産量により,

L〉100万t〉M〉20万t>Sである

中の砂岩やチャｰトである.適度に風化した軟質な

ものが,採掘も容易でありかつセメソト用として適

していることから軟珪石と呼ばれ,多量に採掘･利

用されている.

珪石は,ペグマタイト珪石や勲水性珪石などの産

出は限られているものの,それ以外の白珪石や軟珪

石,炉材珪石は,全国各地に比較的豊富に分布して

いる.特に軟珪石は全国各地に豊富に分布し,関東

や北九州を中心に盛んに採掘･利用されている(第

2表,第6図).
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第7図珪石需給の推移(r鉱業便覧｣による)

珪石の生産量は年々増加しており,1990年の種

類別採掘量は,白珪石139万t,炉材珪石54万t,軟

珪石1,487万t,合計1,680万t(r資源統計年報｣)と

なっている.海外からの輸入はごく少ない(第7

図).

消費量は1,681万tであり,用途は,第8図に示

したように,白珪石は土建用,ガラス,鉄鋼精錬用

などに,炉材珪石はセメント,鉄鋼精錬に,軟珪石

は土建用,セメントと,それぞれやや用途が異なっ

ている.珪石全体としてみると,工業原料として使

用されるのは40-45%で,残り55-60%は土建用(砕

石)として利用されている.工業原料としての利用

量は多い順にセメント(25%)･鉄鋼精錬(5%)･研削

材･炉材などである.

近年,土建用が大きく伸びていることがわかる.

これは,おもに砕石に転用されて出荷される低品位

鉱の増加によるものである.また住宅用の軽量コン

クリｰト(いわゆるALC:Arti五｡ia1Lightweight

Concreate)だとの建材の生産も著しい増加を示し

ている.今後もさらに伸びが予想される.

珪石の輸入は,メタリック･シリコンや研削材用

の高純度白珪石カミ,インド,タイ,中国,スウェｰ

デンから7万4千t輸入されている.日本にはこの

種の高純度珪石が少ないので,今後も輸入にたよる

ことになる.なお,1991年以降メタリック･シリ

コンの国内生産は無くなった.

2.五.2珪砂

殆ど石英粒子のみからなる珪酸分の高い砂で,ガ

ラスの主原料となるなど重要な工業原料となってい

る.世界的に見ると,現世の海浜砂が採掘･利用さ

れることが多いが,日本では第三紀後期の堆積鉱床

のみが採掘されている.主産地の名古屋周辺地区で

は,鮮新世の湖沼性堆積盆地中に厚い砂層として,

あるいは,粘土とともに堆積しており(娃目珪砂),

〈白珪石〉

〈軟珪石〉

�

3.3鬼

7.1荒

25.8先

�㌥

3晃

─

─

[1･393,244t1[14,871,715t1[543,121t1

騒鉄鋼精錬囲耐火物屋ガラス国セメント園農薬用園建材用国その他蛾土建用

第8図珪石の種別用途(1990年)(｢資源統計年報｣による)
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第9図珪砂需給の推移(｢鉱業便覧｣による)

全国生産の約65%を占めている.これに次く･産地

として,東北地方南部(山形県)や山陰地方(島根県)

などがある.日本産の珪砂は長石などの不純鉱物の

含有量がやや高く,水簸(すいひ),磁選,浮選など

によって精製されて利用されるものが多い.このよ

うた天然の珪砂のほか,ペグマタイト珪石などの白

珪石を破砕して砂状にしたものも広く利用されてお

り,人造珪砂と呼ばれる.国内の生産量は概ね400

万t前後で推移しており,1990年の生産量は天然珪

砂310万t,人造珪砂113万t,合計423万tである(第

9図).

海外では,輸送に便利た海岸に大規模な珪砂鉱床

が発達しており,､これらを安く輸入することができ

る.このため近年,オｰストラリア,マレｰシア,

中国,ロシアなどからの輸入が増加し,輸入量は

1980年の63万4千tから,1990年には197万tと,

約3倍に増加している(第9図)一

用途では,ガラス製品(28.9%),板ガラス

ろ

33.ユ毘

[工990年:244,295t]

第10図珪藻土の用途(r資源統計年報｣による)

生産規模(万t■年)

�　

遂!1

多⑧1､

..･療

⑱2

ヤザζ､孟､着1

/θアプライト･変質花筒岩

㊧風化花嵐岩

')』坐｣

第11図長石質資源の産地

番号を付した産地については第3表に産地名だ

と概要を示した.

(18.5%),鋳物砂(15.6%)のほか,珪酸ナトリウム

(土木工事用の地盤凝固材),ガラス繊維,建材(軽

量コンクリｰト(ALC)用)等その他の需要の増加が

著しい(第9図).オｰストラリアたどからの高純

度珪砂の輸入量の増加とともに,ガラスを製造する

際の副原料として必要なアルミナやアルカリの供給

源としての長石等の需要が増加している.

国内最大の産地である名古屋周辺の都市化による

鉱業環境の一層の悪化がすすむことから,今後一層

輸入量が増加するものと推測される.

2.1.3珪藻土

全国各地の新第三紀層,第四紀層中の海成及び湖

沼性堆積物中に層状鉱床として発達する.海成のも

のに比べ湖沼性のものめ方が高品質である.東北

･北陸･中国･九州地方に,中小規模の鉱床が分

地質ニュｰス484号�
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第3表長石質資源の主産地

番号�産地�タイプ�規模

1�金丸�PF�S

2�片晶�A五M亙�M

3�薮原�AF�S

4�南木曾地区�WG�L

5�吾妻地区�WG�H

6�瑞浪地区�WG�S

7�東郷地区�WG�M

8�阿山�A亙�M

9�三雲�AF�M

10�信楽地区�A亙�L

11�石山地区�M正�S

工2�城山�PF�S

13�宇部�WG�M

14�杉山�WG�M

�タイプは､AF:アプライト長石,��

タイプは,AFアプライト長石,

M亙:交代性長石,PF:ペグマタイト

長石,WG:風化花嵩岩からの長石.

規模は1990年の生産量により,

L>20万t>M>1万t>S.

布し,年問25万t前後が採掘･利用されている.

用途は砂糖･油脂･ジュｰス･酒･醤油･ビｰル

･薬品･上水･などの濾過材(33%),建材(21%),

耐火物(11%),農業(9%),製紙,プラスチック,

ゴムなどである(第10図).最近10年間で,出荷量

は,16万3千tから24万4千tへと急増している.

2.2長宿質資源

日本の長石質資源は,阿武隈山地と西南日本内帯

に分布している.｢長石(ベグマタイト長石･交代性

長石)｣,｢アプライト(変質花闇岩･アプライト)｣,

｢風化花闇岩(風化･破砕花嵩岩)｣に区分される.

いずれも中生代末期一古第三紀に活動した花嵩岩類

に伴われるものである(第3表,第11図).

長石にはベグマタイト長石と交代性長石がある.

ペグマタイト長石は花闇岩ペグマタイト中に石英や

雲母と共に大型の結晶として産出する純度の高い長

石である.ペグマタイト長石の生産量は,約3万t

でおもに山形県金丸と島根県城山の2つのペグマ

タイト鉱床から供給されている.用途は陶磁器

(58%),ガラス(22%),タイル(17%)となってい

る(第12,13図).

交代性長石は花鵠岩の石英･カリ長石が,ソｰダ

長石に交代されたもので,群馬県片品や滋賀県南郷

地区で採掘され,陶磁器の箱薬原料やグラスウｰル

の原料に利用されている.統計上は一都が長石とし

て,一部はアプライトとして集計されており詳しい

1994年12月号

�

�

㌰

㈰

�

｢金額｣

(億円)

､＼燕･

��������������

鰯長石固アプライト囮風化花粛岩

1壬O

�　

�　

�

�

�

㈰

　

｢生産量｣

(万トン)

��������������

鰯長石固アプライト囮鳳化花闇岩

第12図長石質資源の生産推移

(｢本邦鉱業の趨勢｣による)

用途はわからたい.

アプライトは,地学用語では細粒優白質の花闇岩

をさすが,鉱業的にはアプライトとそれに伴われる

交代性長石岩や変質花闇岩の総称で,滋賀県下に集

中的に発達している.石英,カリ長石,曹長石の比

がおおよそ1:1:1の組成を有し,鉄分が少なく,

殆ど精製せずにそのままタイル原料などとして使用

できることから,1960年頃から利用されるように

なり,1970年以降年間約50万tが採掘され,主に

タイルの原料として利用されている(第12,13図).

風化花闇岩は,岐阜県土岐～瑞浪地区や長野県南

木曾町などで年間70万tが生産されている.風化な

どにより脆くなった花嵩岩が水洗や筋(ふるい)分

げ,鉄鉱物の磁選による除去,酸による脱鉄など,

各種処理をされたうえで利用されている.古くから

土岐～瑞浪地方を中心に利用されていたが,1977

年頃から処理技衛の向上にともなって急速に増加し

ている･特に長野県南木曽町産のものは断層による

破砕作用に関連して形成されたもので,筋分けと磁�
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須藤定久･平野英雄

〈アプライト〉

〈風化花嵩岩〉

男2.6堵/

21.9晃

〈長

ぶ

石〉

勢

[515･414t11727,047t1[28,171t1

園陶確器團タイル騒ガラス園建材用搬その他国土建用

第13図長石質資源の種別用途(1990年)(r資源統計年報｣による〕

選により様次の品位の長石質原料が比較的簡単に製

造できることから,近年その生産量が著しく増加し

ている.1990年の生産量は73万tに及び,陶磁器

(40%),土建用(25%),ガラス(18.5%)等に利用

されている(第12,ユ3図).

長石質資源の用途は,各鉱石の種類によって異な

るが,全体としては,陶磁器,ガラスを主とし,タ

イル,建材,骨材などにも利用されている.

海外からは,純度の肩いペグマタイト長石が年間

5千t程度輸入されており,今後も輸入されつづけ

るであろう.長石質資源全体としては,当面の間,

ほ任自給が可能であろうが,品質や価格の条件次第

で欧米から多量のアラスカイト等が輸入される可能

性カミあろう.

(つづく)
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